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納付方法

保険料の通知

軽減措置

▶ 後期高齢者医療制度に加入する前日において、被用
者保険  の被扶養者であった人

（�※�政府管掌および組合管掌、船員保険、共済組合など。
国民健康保険は該当しません）

　被用者保険の被扶養者であった人は、新たに保険料
負担が生じるための緩和措置として、被保険者となる
月から２年間は、均等割額が５割軽減されます。
　さらに、特例措置として、平成 20年４月から９月ま
では保険料の負担はなく、10 月から平成 21 年３月ま
では均等割額の９割が軽減されます。いずれも、所得
割額はかかりません。

軽減
割合

住民票上で同一世帯内の被保険者および世帯主の
総所得金額等の合算額

７割
軽減

33 万円（基礎控除額）以下の世帯

５割
軽減

33 万円（基礎控除額）＋ 24.5 万円×被保険者数（被
保険者である世帯主を除く）以下の世帯

２割
軽減

33 万円（基礎控除額）＋ 35 万円×被保険者数　
以下の世帯

【保険料計算式】
保険料＝被保険者均等割額＋所得割額
　　　＝ 50,935 円＋〔総所得金額等ー 33 万円（基礎控除）〕× 9.24％（所得割率）
※保険料の最高限度額は 50万円（年額）です
※�総所得金額等とは、前年中の「公的年金収入ー公的年金等控除」、「給与収入ー
給与所得控除」、「事業収入ー必要経費」などで、各種所得控除前の額です
※�公的年金収入のみの人は、年金額が 153万円以下の場合、所得割額はかかりま
せん

※�軽減の判定にかかわる総所得金額等は、「公的年金収入ー
公的年金等控除ー 15万円」となるなど、保険料計算の総
所得金額等とは異なる場合があります

平成 20 年４月～９月 保険料負担なし

平成 20 年 10 月～ 21 年３月
均等割額：９割軽減
所得割額：なし

平成 21 年４月～ 22 年３月
均等割額：５割軽減
所得割額：なし

【保険料の計算例】

　被保険者一人ひとりの保険料は制度開始後に決定しますので、
保険料に関する通知は、平成 20年４月以降になります。

　平成 20 年４月から、75 歳以上（一定の障害のある人は 65 歳
以上）の人が被保険者となって加入する「後期高齢者医療制度」
の保険料率が決まりました。
　保険料率は、保険料の算定に用いる被保険者均等額割と所得
割率をいい、県内に住む被保険者の医療費の状況などによって
決まります。

▶ 年金額が 18 万円以上で、介護保険料と合わせた保険料額が年金
額の２分の１以下の場合
　年金から天引きされます（特別徴収）。

▶上記以外の場合
　納付書や口座振替で納付します（普通徴収）。
※�現在、被用者保険に加入している人については、保険料軽減に
かかる特例措置の関係で、普通徴収となる場合があります

●�保険料は、医療給付費（総医療費から自己負担分を除いた費用）の約１割を被
保険者全員で負担します
●�被保険者、一人ひとりが納付します
●�保険料の額は、被保険者全員が等しく負担する被保険者均等割額と、一定以上
の所得がある被保険者が所得に応じて負担する所得割額の合計額になります

お問い合わせ

福岡県後期高齢者
医療広域連合

☎ 092-651-3111

大任町役場 住民課
社会福祉係
☎ 63-3000　内線 119

▶所得の少ない世帯に属する人
　世帯の総所得金額等に応じて、均等割額が軽減されます。 後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た

　昨年の制度改正では、70 歳から 74 歳の
人が医療機関に支払う負担割合が１割から２
割に引き上げられることになっていました。
しかし、平成 20 年４月から平成 21 年３月
までの１年間、１割のまま据え置かれること
になりました。
※すでに負担割合が３割の人や後期高齢者医
療制度の対象となる一定の障害認定を受けて
いる人は除きます

■お問い合わせ　大任町役場�住民課�国保係
　☎ 63-3000　内線 123

保険料

単身世帯例１　　　基礎年金受給者（年金収入 79 万円）の場合
　均等割額（７割軽減）15,280 円＋所得割額０円＝保険料 15,280 円（年額）

単身世帯例２　　　平均的な厚生年金受給者（年金収入 201 万円）の場合
　均等割額（２割軽減）40,748 円＋所得割額 44,352 円＝保険料 85,100 円（年額）

夫婦世帯例　　　　夫の年金収入 201 万円、妻の年金収入 79 万円の場合
　夫：均等割額（２割軽減）40,748 円＋所得割額 44,352 円＝保険料 85,100 円（年額）
　妻：均等割額（２割軽減）40,748 円＋所得割額０円＝保険料 40,740 円（年額）

平成 20 年
４月から

70 歳から 74 歳の人の
負担割合を１年間据え置き

※

国保医療費は１割のままに

※保険料は 10円未満切り捨て
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田丸家（道善）
　イルミネーションは今年で７年目。
隣に住む母が好きで、始めたのがきっ
かけ。子どもも喜んでいるので、毎年
少しずつ増やしていっているそうです。

まちの話題　冬の特別編

楠木家（小林）
　今年で３年目を迎えるイルミネーション。２階
部分まで伸びる飾り付けは日本一の富士山をイ
メージしています。家族の一番のお気に入りは、
星に向って登るサンタクロースだそうです。

米丸家（上今任）
　子どもを喜ばそうと始めたイルミ
ネーション。今年で４年目になります。
針金でできたツリーは手作り。寒い中
苦労して作ったそうです。

城本家（根床）
　広い庭に余すことなく飾り付けられたイルミ
ネーション。毎年少しずつ増やしていって今年で
５年目になります。奥まった場所ですが、ウワサ
を聞きつけ、わざわざ見に来る人も多いそうです。

グッドライフ　（皿山）
　入居者を喜ばせようと始めたイルミネーショ
ン。10 万個の電球を目の前にすると、まるで
別世界に迷い込んだような気分になります。今
ではすっかり冬の観光名所になっているようで、
取材中も見物客が絶えまなく訪れていました。

　すっかりおなじみになった大任町役場のイルミネーション。
でもちょっと待ってください。町内を見渡すと、あちこちに光
り輝くイルミネーションがあるじゃないですか。というわけで
町内を回って発見したイルミネーションを撮影しました。ここ
では「まちの話題 冬の特別編」と題して、町内を彩るイルミネー
ションをいくつか紹介したいと思います。
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町を彩る華麗なイルミネーション

三保家（小峰）
　真っ暗でさみしい道が少しでも明る
くなればと思って始めたイルミネー
ションは今年で７年目。毎年楽しみに
してくれている人も多いそうです。
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まちの話題

鉄道展、好評のうちに終了
町内外から 600 人が来場

　10 月 13 日から 12 月２日までの約 2カ月間、ふるさと
館おおとうで「わが町の鉄道展」が開催され、好評のうち
に終了しました。
　企画展では昭和 60 年に廃止となった添田線や、未完成
に終わった油須原線の写真や資料を展示。町内のみならず、
県内各地から延べ 600 人が訪れました。来場者からは「懐
かしい」との声や、添田線を知らない子どもたちからは「鉄
道が走っていたの？」という声が聞かれました。
　今後ともふるさと館では身近なものをテーマに企画展を
計画しています。

▼�訪れた見学者たちは職員の説明に熱心に耳を傾けていました

八千代座で灯籠踊りを観賞
ふる里探訪ツアーで山鹿・阿蘇地方へ

　11月 22 日、田川地区振興促進協議会主催の「ふるさと
探訪ツアー」が行われ、町民 80人が熊本県の山鹿・阿蘇地
方を訪れました。
　まず始めに参加者一行は、国重要文化財に指定されてい
る山鹿市の八千代座を見学。幻想的な山鹿灯籠

ろう

踊りを観賞
した後、各自舞台に上がったり地下に下りたりして八千代
座内を見学しました。
　菊池渓谷で昼食を取った後は、菊池渓谷の紅葉を楽しみ
ながら阿蘇市に移動。たくさんの湧

わ

き水があふれる阿蘇神
社と門前町を散策し、家路につきました。

▼�八千代座は明治43年に造られた、現存する数少ない芝居小屋です

運動場に人文字が出現
今任小児童が人文字を作成

かわいい一日警察官も登場
防犯・交通安全もちつき大会

　年末年始の防犯と交通安全を呼びかけようと、12月18日、
役場玄関前で「防犯・交通安全もちつき大会」が行われました。
　もちつきには、添田警察署や交通安全協会など交通関係者
などのほか、ゲストとして町内の４つの保育園から代表の園
児が参加。大会に花を添えました。
　大会で出来上がったもちは、その場でおろしもちやきな粉
もちにして参加者に振る舞われました。その後、役場前の中
央線道路を走る車の運転手にもちを配り、交通安全を呼びか
けました。

炭
ヤ

坑
マ

の歴史に学ぶ
大任町公民館で人権講演会

　12 月 4 日から 10 日の全国一斉人権週間に合わせ、12
月 7日、大任町公民館で人権講演会が行われました。
　講師を務めたのは、元大任町教育長の﨑山欽一郎さん。「筑
豊の女坑夫たち」と題して、炭坑で働いていた女性の生活と
歴史に焦点をあて、人権問題について講演しました。
　講演で﨑山さんは「人権問題は触れてはいけない暗いも
のではない」と説明。そして「女坑夫はつらくきつい仕事
をしながらも『底抜けの明るさ』があった。なぜなら当時
の坑夫たちには共に生き共に死ぬという連帯感があったか
ら」と炭坑の歴史に関連づけて講演を行いました。

▼�「糾弾では何も生まれない。話し合いで人権は守られる」と締めました

▼�地上からは読めない人文字も、上空からはご覧のとおり

　11 月 27 日、今任小学校の全児童 82 人と教職員 12 人
が、運動場に「今任小」という大きな人文字を作りました。
児童たちは、白線で縁取られた「今任小」の字の中に入り、
上空を飛ぶ軽飛行機に向って手を振ってアピールしていま
した。
　今回の企画について勇憲子校長は「平成 15年に 50周年
を迎え、その後プールや駐車場などの整備も終わったので、
その記念に撮影しました」と話してくれました。

まちの話題

イチイガシは健康かな？
樹木医による定期健診を実施

　11月 14 日、西白土にある菅原神社のイチイガシ（福岡
県天然記念物）で樹木医の診断が行われました。
　イチイガシは、平成８年に県の天然記念物に指定され、
平成９年に治療を行いました。その後の経過を見るために
２～３年に１回樹木のお医者さんである樹木医に診断して
もらっています。
　診断では、木づちで木の表面をたたいたり、土の硬さや
土壌分析を行ったりしました。診断の結果、今のところは
問題ないとのこと。町では、今後も貴重な文化財であるイ
チイガシを見守っていきたいと思います。

▲�木づちでイチイガシの表面をたたき、異常がないかを調べました

捨てるゴミあれば拾うゴミあり
大任小児童がレインボー縦割り活動

　11月 28 日、大任小学校の全児童が、レインボー縦割り
活動で７つの班に分かれ、校区内のゴミ拾いを行いました。
　児童たちは家から持ってきたビニール袋を片手に、燃え
るゴミを拾う人や燃えないゴミを拾う人に分かれ、それぞ
れゴミを拾っていきました。
　道路や側溝に多く捨てられていたのはタバコの吸い殻。
ゴミを拾っていた児童も「タバコのゴミが多い」と言いな
がら拾っていました。大人が捨てたゴミを子どもが拾わな
くてすむように、タバコのポイ捨てはやめましょう。

▲�１年生から６年生までが一緒になってゴミ拾いを行いました

きれいな花が咲きますように
ボランティア約 320 人が球根植え

　12 月２日、レインボーホールと中央公園花壇でボラン
ティアによるチューリップの球根植えと草取りが行われま
した。球根植えには町民や町内の各団体など約 320 人が
参加。協力して次々と草を抜き、花壇やプランターに約
25,000 個のチューリップの球根を植えました。
　「花いっぱいの町に」とみなさんが思いを込めて植えた球
根は、春には色とりどりの花を咲かせ、人々の心を和ませ
てくれることでしょう。ご協力ありがとうございました。

▲�多くの人が訪れる中央公園も春に向けて準備完了です

▲�左から、坂木�勇太くん、松尾�清�添田警察署長、藤本�翔人くん、
加治�桜ちゃん、木下�聖月ちゃん、永原�譲二�町長　　　　　
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①
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後
12
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月
～
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後
24
カ
月
未
満
児

お し ら せ
広 場

くらしに役立つ情報を
お届けします

大任町役場
☎ 63-3000

大任町公民館（大任町教育委員会 
教育課 社会教育係） ☎ 63-2242

レインボーホール（社会福祉協議会）・
B&G 体育館・レインボー図書室・
サボテンハウス ☎ 63-4832

ふるさと館おおとう ☎ 41-2055
今任町民会館 ☎ 63-2506
島台隣保館 ☎ 63-2243
大任町商工会 ☎ 63-2241

　現在、大任町では「第 18回�花としじみの
里�おおとうマラソン」の参加者を募集して
います。今年は開催日を桜の咲くころに合わ
せ、４月６日 (日)に開催します。
　参加申込書は、役場やレインボーホール、
町内の各小中学校などに置いています。また、
希望者には申込書を郵送します。

■名称
　第18回�花としじみの里�おおとうマラソン
■とき　平成 20年４月６日 (日)【雨天決行】
■ところ　レインボーホール
■コース
　町道大任中央線・国道 322号線バイパス
　（詳細は申込書に記載しています）
■種目〔スタート時刻〕
　▶２㎞〔10：20～〕
　▶５㎞〔10：45～〕
　▶10㎞〔11：15～〕
■参加料
　▶一般　　　3,000 円
　▶高校生　　1,000 円
　▶中学生以下　　無料
※�申し込み後は、参加料の返金はできません。
あらかじめご了承ください

■申し込み方法
　高校生・一般の参加者は、郵便振替払込取
扱票に必要事項を記入の上、参加料を添えて
郵便局で申し込んでください。入金確認後に
ゼッケン引換券を郵送します。
　中学生以下の参加者は、郵便振替払込取扱
票に必要事項を記入の上、封筒に入れて事務
局まで送ってください。受け付け後、ゼッケ
ン引換券を郵送します。
■申込期限　２月 29日 (金)必着
■連絡先・問い合わせ
　企画財政課�マラソン事務局　内線 215
※大任町ホームページにも詳細を掲載中
　http//www.town.oto.fukuoka.jp

おおとうマラソンの
参加者を募集します

平成 20 年４月から 森林環境税が始まります
　森林環境税は、福岡県内の荒廃した森林を再生し、健全な状態で
次世代へ引き継ぐために使われます。みなさんのご理解とご協力を
お願いします。
■税の使途　荒廃した森林の再生、県民参加の森林づくりの推進
■税額など
　�個人：年間 500 円（約 200 万人が対象。対象となる目安は約
100万円以上の収入がある場合）

　 法人：資本金に応じて年間 1,000 円～ 40,000 円（約 10万社が
対象）

■納め方
　 個人の事業所所得者等：住民税の納付書に
より、年４回（6,8,10,1 月）に分けて納付

　 個人の給与所得者：６月から翌年５月まで
の 12回に分けて給与天引き

　 法人：法人県税の申告時に納付
■問い合わせ
　福岡県林政課　☎092-643-3540　同税務課　☎092-643-3063
　㏋　http://www.pref.fukuoka.lg.jp/wbase.nsf/doc/keepforest

　

大
任
町
で
は
次
の
と
お
り
、
平
成
20

年
4
月
か
ら
保
育
園
に
通
う
子
ど
も

た
ち
の
入
園
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
入
園
要
件

　

保
育
園
に
入
園
で
き
る
子
ど
も
は
、

保
護
者
に
次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ

て
保
育
で
き
な
い
場
合
で
す
。

　

た
だ
し
、
家
族
の
誰
か
が
保
育
で

き
る
場
合
は
入
園
で
き
ま
せ
ん
。

①
働
い
て
い
る

②�

妊
娠
中
ま
た
は
出
産
し
て
間
も
な
い

③
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
い
る

④
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
が
あ
る

⑤
家
族
を
常
時
介
護
し
て
い
る

⑥
災
害
復
旧
を
し
て
い
る

⑦�

そ
の
他
の
事
情
で
町
長
が
保
育
で

き
な
い
と
認
め
た
場
合

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

▼
印
鑑　

▼
父
母
と
も
に
平
成
19

年
分
の
源
泉
徴
収
票

※�

勤
務
先
で
源
泉
徴
収
票
を
発
行
で

き
な
い
場
合
は
、
勤
務
（
内
職
）
証

明
と
平
成
19
年
分
の
確
定
申
告
書
の

写
し
が
必
要
で
す
。

■
受
付
期
間　

平
成
20
年
１
月
23
日

㈬
～
25
日
㈮　

9
時
～
17
時

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課�

社
会
福
祉
係　
内
線
１
２
０

②
小
学
校
入
学
前
の
年
長
児

■
予
約
方
法

　

住
民
課
衛
生
係
で
直
接
申
し
込
む

か
、
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
受
付
期
限　

2
月
6
日
㈬

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
衛
生
係　

内
線
１
１
３

　

所
得
証
明
や
評
価
証
明
な
ど
各
種

証
明
な
ど
を
本
人
以
外
の
人
が
申
請

す
る
場
合
に
は
、
委
任
状
が
必
要
で

す
。
委
任
状
が
な
い
場
合
は
証
明
が

発
行
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
本
人
確
認
の
た
め
免
許
証
な

ど
の
提
示
を
求
め
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

内
線
１
０
５

　

軽
油
に
は
県
税
と
し
て
1
リ
ッ

ト
ル
あ
た
り
32
円
10
銭
の
軽
油
引

取
税
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
農
業
を
営
む
人
が
農
業
用
の

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
燃
料
と
し
て

使
う
軽
油
に
つ
い
て
は
、
本
人
の

申
請
で
軽
油
引
取
税
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

　

飯
塚
県
税
事
務
所
で
は
、
こ
の

農
業
用
免
税
軽
油
使
用
者
証
と
免

税
証
の
交
付
申
請
を
次
の
日
程
で

受
け
付
け
ま
す
。

■
と
き　

2
月
14
日
㈭

　

9
時
～
11
時
30
分��

13
時
～
16
時

■
と
こ
ろ　

田
川
総
合
庁
舎
2
階�

　

第
2
会
議
室

■
対
象
者　

農
業
を
営
ん
で
い
る

人
（
兼
業
農
家
も
含
む
）

■
申
請
に
必
要
な
書
類

▼
新
規
の
場
合

①�
認
め
印
（
共
同
申
請
の
場
合
も

個
人
ご
と
に
必
要
）

②�

耕
作
証
明
書
（
農
業
委
員
会
が

発
行
す
る
も
の
で
個
人
ご
と
に

必
要
）

③�

販
売
証
明
や
貸
与
証
明
書
な
ど
、

機
械
の
所
有
を
証
す
る
書
類

④�

機
械
の
全
景
写
真
ま
た
は
エ
ン

ジ
ン
番
号
の
す
り
だ
し

▼
更
新
の
場
合

1�

新
規
の
場
合
の
①
②
③

2�

免
税
軽
油
の
引
き
取
り
に
か
か

わ
る
報
告
書

3�

免
税
軽
油
の
納
品
書
ま
た
は
請

求
書
な
ど

4�

前
回
分
で
余
っ
た
免
税
証

※
機
械
を
買
い
換
え
た
場
合
は
、

新
規
の
場
合
の
③
④
が
必
要
に
な

り
ま
す

■
そ
の
他

　

指
定
日
に
来
所
で
き
な
い
場
合

は
、
2
月
13
日
㈬
か
ら
19
日
㈫
の

期
間
で
あ
れ
ば
、
田
川
総
合
庁
舎

に
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
以
外
の
申
請
に
つ
い

て
は
、
飯
塚
・
直
方
県
税
事
務
所

で
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

飯
塚
・
直
方
県
税
事
務
所�

課
税

第
2
課�

関
税
係

　

☎
０
９
４
８
ー
21
ー
４
９
０
５

申
請
す
る
と
農
業
用
の

軽
油
引
取
税
が
免
除
さ
れ
ま
す

　

福
岡
県
の
最
低
賃
金
は
、
１
時
間

あ
た
り
６
６
３
円
で
す
。
産
業
別
に

最
低
賃
金
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課

　

☎
０
９
２
ー
４
１
１
ー
４
５
７
８

　

社
会
福
祉
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
職
場
の
人
事
労
務
管
理
に
つ
い
て

の
労
働
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

１
月
24
日
㈭

　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

■
と
こ
ろ　

福
岡
県
飯
塚
総
合
庁
舎

■
講
師

　

市
川�

俊
司�

弁
護
士

　

井
口�

昭
彦�

社
会
保
険
労
務
士

■
対
象
者　

事
業
主
・
人
事
労
務
担
当

者
、
そ
の
他
関
心
の
あ
る
人

■
定
員　

30
人

■
参
加
料　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
筑
豊
労
働
福
祉
事
務
所

　

☎
０
９
４
８
ー
22
ー
１
１
４
９

■
と
き

　

１
月
26
日
㈯　

13
時
30
分
～
16
時

■
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
大
学

■
テ
ー
マ　
「
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も

へ
の
理
解
と
対
応
ー
被
虐
待
経
験
が
将

来
に
及
ぼ
す
影
響
ー
」

■
講
師　

西
原�

尚
之
さ
ん
（
福
岡
県

立
大
学�

人
間
社
会
学
部�

准
教
授
）

■
参
加
料　

無
料
（
託
児
あ
り
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
田
川
児
童
相
談
所

　

☎
42
ー
０
４
９
９

　

住
宅
関
連
の
相
談
を
広
く
お
受
け

し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。

■
と
き　

１
月
９
日
㈬��

10
時
～
15
時

■
と
こ
ろ　

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル

■
相
談
員

　

司
法
書
士
・
税
理
士
・
建
築
士

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

㈶
田
川
市
住
宅
管
理
公
社

　

☎
44
ー
９
８
８
８今年は４月６日（日）に開催します
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自
身
の
年
金
記
録
に
結
び
つ
く
可
能

性
の
あ
る
記
録
を
探
す
た
め
に
も
、
お

手
持
ち
の
古
い
年
金
手
帳
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
氏
名
変
更
の
お
届
け
が
な
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
変
更
の
届
出
を
お

急
ぎ
く
だ
さ
い
。

■「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」の
内
容
の

確
認
と
確
認
後
の
回
答

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
で
は
、
社
会

保
険
庁
が
把
握
し
て
い
る
加
入
記
録
を

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ご
自
身
の
記

録
に
漏
れ
が
な
い
か
十
分
に
ご
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
訂
正
が
な
い
場
合
に
は

同
封
の
「
確
認
は
が
き
」
を
、
訂
正
の

あ
る
場
合
に
は
「
年
金
加
入
記
録
照
会

票
」
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
を
設
置

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
つ
い
て
不

明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ま
ず
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
５
７
０
ー
０
５
８
ー
５
５
５

■
問
い
合
わ
せ

　

直
方
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
４
９
ー
22
ー
０
８
９
０

問い
合わせ

年
金
特
別
便
の
送
付
に
つ
い
て

　

現
在
、
社
会
保
険
庁
で
は
基
礎
年
金

番
号
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
約
５
千
万

件
の
記
録
に
つ
い
て
、
平
成
19
年
11
月

か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
名
寄
せ

作
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
ま
ず
は
み
な
さ
ん
の
基

礎
年
金
番
号
の
記
録
と
結
び
つ
く
可
能

性
の
あ
る
記
録
が
出
て
き
た
方
に
、
平

成
19
年
12
月
か
ら
平
成
20
年
３
月
ま
で

を
め
ど
に
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
順

次
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

■
住
所
変
更
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

住
所
変
更
の
手
続
き
が
お
済
み
で
な

い
場
合
、大
切
な
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

を
お
届
け
で
き
ま
せ
ん
。住
所
の
変
更
・

訂
正
は
ご
自
身
に
よ
る
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
左

記
の
手
続
き
先
で
住
所
変
更
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

　

役
場
住
民
課��

国
民
年
金
係

▼ 

厚
生
年
金
加
入
者
・
国
民
年
金
第
３

号
被
保
険
者

　

勤
め
先
の
社
会
保
険
担
当
者

▼
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

　

直
方
社
会
保
険
事
務
所

■
結
婚
な
ど
で
名
字
が
変
わ
っ
た
人

　

1
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー
で

す
。
昭
和
24
年
1
月
26
日
に
国
宝
の

法
隆
寺
金
堂
壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と

を
契
機
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
取
り
上
げ
て
い

る
と
お
り
、
大
任
町
に
も
菅
原
神
社

の
イ
チ
イ
ガ
シ
や
建
徳
寺
古
墳
を
は

じ
め
と
す
る
数
多
く
の
文
化
財
が
あ

り
ま
す
。
文
化
財
は
先
祖
か
ら
受
け

継
い
だ
貴
重
な
財
産
で
す
。
後
世
に

伝
え
て
い
く
こ
と
は
現
代
に
生
き
る

我
々
の
責
任
で
す
。
一
度
失
わ
れ
て

し
ま
う
と
元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
こ

の
日
を
き
っ
か
け
と
し
て
身
近
に
あ

る
文
化
財
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
今
月
号
で
は
、
文
化
財
防
火

デ
ー
に
関
連
し
て
、
ふ
る
さ
と
館
に

保
管
さ
れ
て
い
る
消
防
ポ
ン
プ
車
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ポ
ン
プ
車
と
い
っ
て
も
自
動
車
の

ポ
ン
プ
車
で
は
な
く
、
持
ち
運
び
式

の
ポ
ン
プ
車
で
す
。
正
式
に
は
腕
用

ポ
ン
プ
と
い
っ
て
、
振
り
子
状
の
腕

を
上
げ
下
げ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
給

水
し
同
時
に
放
水
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

ポ
ン
プ
車
は
、
長
さ
３
１
６
㎝
、

幅
１
１
５
㎝
、
高
さ
１
５
８
㎝
で
、

上
部
の
ポ
ン
プ
部
分
と
下
部
の
荷
車

部
分
に
分
か
れ
ま
す
。
移
動
す
る
際

に
は
ポ
ン
プ
部
分
を
荷
車
部
分
に
載

せ
、
火
事
場
へ
到
着
す
る
と
ポ
ン
プ

部
分
を
下
ろ
し
て
使
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
ポ
ン
プ
車
は
町
内
に
3
台

残
っ
て
い
ま
す
。
残
さ
れ
た
記
録
な

ど
か
ら
昔
は
町
内
各
所
に
常
備
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。
使
わ
れ
た
年
代

に
つ
い
て
は
っ
き
り
し
た
記
録
が
な

い
の
で
分
か
ら
な
い
点
も
多
い
の
で

す
が
、
現
在
残
っ
て
い
る
3
台
の
う

ち
、
1
台
に
「
御
大
典
記
念
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
昭
和
3
年
に
購
入
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。
大
任
町
（
当
時
は
大
任
村
）
で

は
昭
和
の
初
め
ご
ろ
か
ら
、
昭
和
25

年
ぐ
ら
い
ま
で
使
用
さ
れ
、
多
く
の

火
事
場
で
活
躍
し
ま
し
た
。

　

現
代
の
我
々
か
ら
見
る
と
こ
ん
な

も
の
で
火
が
消
え
る
の
か
と
疑
問
に

思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
ポ
ン
プ

は
小
型
の
手
押
し
ポ
ン
プ
で
、
火
を

消
す
範
囲
は
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
考
え
る
と
か
な
り
画
期
的
な
道
具

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
※
御
大
典
＝
天
皇
の
即
位
式
の
こ
と

で
、
こ
の
場
合
は
昭
和
3
年
の
昭
和

天
皇
即
位
式
の
こ
と
を
い
う

■
問
い
合
わ
せ　

☎
41

－

２
０
５
５

　

ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

消
防
ポ
ン
プ
車

第26 話

  

◀ 

手
押
し
ポ
ン
プ

●作品名　「３枚のおふだ」
　（大任町文化連盟 布の絵本の会

「レインボー」から選出）
●作者　白川 弘子さん（上今任）
●コメント「月に２回、楽しみながら
布の絵本を作っています。作品ができ
あがったときがうれしいです」

感
染
力
が
強
く
症
状
が
重
い

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ウ
イ
ル
ス
感
染
に

よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
通
常
の
風
邪
よ

り
も
感
染
力
が
強
く
、

症
状
も
重
い
の
が
特
徴

で
、
時
に
は
死
に
至
る

こ
と
も
あ
る
怖
い
病
気

で
す
。

　

ま
た
短
期
間
で
大
流
行
を
引
き
起
こ
す
の

も
特
徴
で
、
一
旦
流
行
が
始
ま
る
と
多
く
の

人
へ
感
染
が
広
が
り
ま
す
。
日
本
で
は
例
年

11
月
～
４
月
に
流
行
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状

　

症
状
と
し
て
は
感
染
後
、
１
～
３
日
間
の

潜
伏
期
間
を
経
て
、
突
然
38
～
40
度
の
高
熱

が
出
て
発
病
し
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
悪
寒
、

頭
痛
、
背
中
や
四
肢
の
筋
肉
痛
、
関
節
痛
、

倦け
ん

怠た
い

感
な
ど
の
全
身
症
状
が
現
れ
ま
す
。
発

熱
は
通
常
３
～
７
日
間
続
き
ま
す
。

　

健
康
な
成
人
で
あ

れ
ば
一
週
間
ほ
ど
で

治
癒
に
向
い
ま
す
が
、

高
齢
者
や
慢
性
疾
患

を
持
っ
て
い
る
人
が

か
か
る
と
肺
炎
を
併
発
し
た
り
、
持
病
を
悪

化
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

乳
幼
児
は
ご
く
ま
れ
に
脳
炎
や
脳
症
な
ど
を

併
発
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

予
防
接
種
で
発
病
阻
止

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
対
策
と
し
て
最

も
有
効
な
の
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

す
る
前
に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

予
防
接
種
は
病
気
に
か
か
り
に
く
く
す
る
こ

と
、
ま
た
か
か
っ
て
も
重
く
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
予
防
接
種
を
受
け

た
か
ら
と
い
っ
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

成
人
の
場
合
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
病

阻
止
率
は
70
～
90
％
ぐ
ら
い
、
小
児
の
場
合

は
さ
ら
に
低
く
な
り
ま
す
。

日
常
生
活
で
の
予
防
方
法

①�

帰
宅
時
の
う
が
い
・
手
洗
い
を
習
慣
づ
け

る
②�

流
行
期
に
は
人
ご
み
を
避
け
る
。
ま
た
、

せ
き
を
し
て
い
る
人
に
は
マ
ス
ク
の
着
用

を
促
す

③�

室
内
の
湿
度
を
保
ち
、
定
期
的
に
換
気
を

行
な
う

④�

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と
十
分
な
睡
眠

を
と
り
、
免
疫
力
を
高
め
る

早
め
の
治
療
で
感
染
防
止

　

も
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
が
出
た

場
合
は
、
早
め
に
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
、

医
師
の
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

　

早
め
に
治
療
す
る
こ
と
は
自
分
の
体
を
守

る
た
め
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
人
に
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
を
う
つ
さ
な
い
と
い
う
意
味
で
も

重
要
な
の
で
す
。

問　
住
民
課�

国
保
係　

内
線
１
２
３

国
民
年
金
だ
よ
り

住
民
課
年
金
係

内
線
１
２
３

▼ 大任村消防組（昭和 10 年ごろ撮影）

No.26●
種　

属　

エ
キ
ノ
プ
シ
ス
属

●
原
産
地　

ブ
ラ
ジ
ル
～
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

●
開
花
時
期　

春

●
特　

徴　

 

ト
ゲ
は
極
端
に
短
く
、
よ
く
子
吹
き
を
す

る
。
花
は
白
色
で
夜
に
咲
く
。
露
地
栽
培

が
可
能
。

■
問
い
合
わ
せ　

サ
ボ
テ
ン
ハ
ウ
ス　

☎
63

－

４
８
３
２

短
た ん

毛
げ

丸
ま る

▲ 資料館に展示している消防ポンプ車
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成
な り

岡
お か

 正
ま さ

勝
か つ

さん（富士見ヶ丘）

☆生年月日　昭和 7年 9月 10 日（75 歳）
☆趣　味　油絵　園芸（菊）

▼�絵を描く上で大事なことは、「自分の個性を出すこと」だそうです

クローズ・アップ

vol .23−�Oi l � p a i n t i n g −

の
日
が
お
休
み
で
す

開 室
時 間

貸 し
出 し  うちＣＤとビデオは

 １点ずつ

 休室日を変更する
 場合があります

−新刊案内−

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

1� 1� 15 1� 1� 1� 1�

20 21 22 2� 2� 25 2�

2� 2� 2� �0 �1 １ ２

１月の休室日

一般書

高
級
官
僚本

所�

次
郎�

著

その他の新刊
★ 一般書 ★

◎環境問題はなぜウソがまかり通るのか ２
　　　　　　　　　　　　　　　武田 邦彦  著
◎漢字遊び解体新書
　パズルで広がる漢字のたのしみ
　　　　　　　　　　　　　　　馬場 雄二  著
◎どんどん目が良くなる
　マジカル・アイ LESSON　　　宝島社  出版
◎おひとりさまの老後　　　　上野 千鶴子  著
◎泣き虫しょったんの奇跡　　　瀬川 晶司  著

は
ぐ
れ
鷹

熊
谷�
達
也�

著

キ
ー
ワ
ー
ド
検
索

が
わ
か
る

藤
田�

節
子�

著

図書／ 10 冊まで

９時〜 17 時

13
歳
か
ら
の

「
人
を
動
か
す
」

ド
ナ
・
デ
ー
ル
・
カ
ー
ネ
ギ
ー�

著

　自宅の敷地内に建てられたアトリエ。中をのぞくとたくさ
んの油絵が所狭しと飾られています。このアトリエの主人が
成岡正勝さん。趣味で油絵を描いています。
　成岡さんは高校を卒業後、日本大学芸術学部の通信制で油
絵の基礎を２年半習いました。しかし、その後は会社に就職
し、絵を描くこともなく過ごしていました。
　そんな成岡さんに転機が訪れたのは約20年前。奥さんの
道子さんが脳出血で倒れたのです。暗く不安な気持ちを払
しょくしようと筆を取り、描きあげた絵を病室に持って行っ
て飾りました。幸い道子さんは大事に至らず、無事退院。以
来、成岡さんは本格的に絵を描き始めました。
　成岡さんの描く絵は、主に緑を主体とした色鮮やかな風景
画。見る人の気持ちを明るくします。「自然はいろいろな色
が重なり合っている。それをキャンバスの上に表現する。難
しいけどそれが楽しい」。定年を過ぎた今でも職場に残り仕
事を続けているため、絵を描くのは夜。一カ月ぐらいかけて
少しずつ描き上げています。描きためた作品は、友人にあげ
たり富士見ヶ丘地区や町の文化祭で展示したりしています。
　そのほかの趣味が菊作り。「絵を描くということは、花を
作って色を出すことと関連があると思いますよ」。庭で畑作
りや養鶏も行っています。自然の営みを体感することで、絵
を描く能力を養っているようです。
　最後に成岡さんは「人間にはいろいろ悩みやストレスがあ
る。絵を描くことに没頭すると心が弾み、それらを忘れるこ
とができる」と油絵の魅力を語ってくれました。

　２月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を
募集します。写真またはデジカメのデータを持参して
ください。
　次回の締め切りは１月 17日㈭です。
問�企画財政課�広報係　内線 216（役場２階）

ちゃん�１歳
平成 19年１月４日生まれ
池本地区・女の子

くん�１歳
平成 19年１月 25日生まれ

桑原地区・男の子

ちゃん�３歳
平成 17年１月 18日生まれ
下今任地区・女の子

ちゃん�３歳
平成 17年１月 18日生まれ
下今任地区・女の子

ちゃん�１歳
平成 19年１月 21日生まれ
幸神町地区・女の子

くん�３歳
平成 17年１月 16日生まれ

桑原地区・男の子

ホ
ー
ム
レ
ス
中
学
生

田
村�

裕�

著

龍
の
棲
む
家玄

侑�

宗
久�

著

蝶
の
小
径

三
木�
卓�
著

知
的
な
距
離
感

前
田�

知
洋�

著

眼
の
老
化
は「
脳
」で

止
め
ら
れ
た
！

中
川�

和
宏�

著

児童書

チャレンジ！パワー脳
パズル入れま数

魔方陣パワーで
暗算力アップ
横山�験也�著

ダニエルの
クイズ

Vol. 4

ダニエル・トルソン�●�町内の小中学校で英
語を教えるALT。ウイグル出身。田川市在住。

　ダニエルが毎月クイズを出題します。対象者は中学生以下
です。正解者の中から抽選で１名に図書券500円分を差し
上げます。当選者は次号の広報紙に写真掲載されます。

先月号の当選者
　先月号のクイズの回答者数は 186
人、正解者は 130 人でした。厳正な
る抽選の結果、当選者は今任保育園
の坂木勇太くんに決定しました。お
めでとうございます。 坂木�勇太くん

ＡＢ Ｃ Ｄ ＥＦ Ｇ今月の問題　「クリスマス」

　みなさん明けましておめでとうございます。今月のク
イズは以下の３問です。アルファベットを並び替えてく
ださい。
1�「明けましておめでとうございます」を英語で何と言
うでしょうか？
　A，Y，P，H，P，E，N，Y，W，A，R，E
2「冬」を英語で何と言うでしょうか？
　N，T，I，R，W，E，
3「雪だるま」を英語で何と言うでしょうか？
　M，W，N，A，S，O，N
　解答用紙は各学校に用意しています。答えを記入した
ら、学級と名前を書いて学校職員室前の青い箱に入れて
ください。回答期限は１月 17日㈭までです。

■問い合わせ　大任町教育委員会�教育課�学校教育係
　☎ 63-3000　内線 218
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●　問い合わせ先
田川市　☎ 44-2000
添田町　☎ 82-1231
川崎町　☎ 72-3000
赤　村　☎ 62-3000
香春町　☎ 32-2511
糸田町　☎ 26-1231
福智町　☎ 22-0555

◆
今
月
の
表
紙

　

ミ
ニ
門
松
作
り
。
12
月
15
日
午
前

11
時
30
分
ご
ろ
撮
影
。

　

こ
の
日
は
大
任
町
自
然
の
森
キ
ャ

ン
プ
場
で
、
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
主
催
の
ミ
ニ
門
松
作
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ノ
コ

ギ
リ
を
使
っ
て
竹
を
切
り
、
思
い
思

い
の
飾
り
付
け
を
し
て
新
年
を
迎
え

る
準
備
を
し
ま
し
た
。 ● 発生件数  10 件（132 件）

● 死亡者数   0 人（  1 人）
● 負傷者数   7 人（ 78 人）

（　）内は平成 19 年の累計

■　防犯・交通の問い合わせ

添田警察署　☎８２−０１１０
大任交番　　☎６３−２１１０

交通事故発生状況（11月中）

交 通防 犯

添田警察署からのお知らせ

急ぐほど　正しく
はっきり１１０番

　新年を迎え、飲酒の機会も多いと思
いますが、「飲んだら乗るな」を確実
に守り、飲酒運転防止を徹底しましょ
う。

町内犯罪発生状況（11月中）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数

人
口
総
数

65
歳
以
上

2,�0� 世帯（− �）

計�5,��5 人 ( − 2�人 ) 計�1,5�� 人 ( − �人 )

女�1,01� 人 ( − �人 )

男��� 5�� 人 ( − �人 )

女��,1�0 人 ( − 11人 )

男�2,��5 人 ( − 15人 )

（平成19年11月末現在）

種  類 件 数
空き巣・忍び込みなど 　１件
オートバイ・自転車盗 　０件
自動車盗 　１件
部品盗 　０件
車上荒らし 　１件

自動販売機荒らし 　０件
ひったくり 　０件 ふっけい君

まちの介護福祉講座

高齢者が転倒する意外な原因

 １月行事予定表    　睦月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 31 大晦日１ 元日２ 初荷　書初め３ ４ 官公庁仕事始め ５
【集会室】
…役場住民集会室
【視聴覚】
…役場視聴覚室
【多目的】
…役場多目的ホール
【公民館】
…大任町公民館

役場仕事始め

６ 小寒　出初７ 七草８ ９ 10 110 番の日 11 鏡開き 12 スキーの日

三種混合予防接種
（３～ 90 ヵ月未満児）
【視聴覚 13 時 30 分

～ 14 時】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
13 時～ 15 時】

心配ごと相談
【役場 10 時～ 12 時】

13 14 成人の日 15 16 17 防災とボランティアの日 18 土用 19 食育の日

大任町成人式
【レインボーホール

  ９時 30 分受付
　10 時開会】

食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時～】

乳児健診
(4・7・12カ月児

・対象者個人通知)
【集会室 13 時 30 分

～ 14 時 30 分】

心配ごと相談
【役場 10 時～ 12 時】

BCG 予防接種
（３～６カ月未満児）
【視聴覚 13 時 30 分

～ 14 時】

絵本読み語りボラン
   ティア かくれんぼ

【レインボー図書室 11 時～】

20 21 大寒 22 23 24 学校給食記念日 25 26 文化財防火デー

大任町消防団
出初式

【大任中グラウンド
10 時～】

(雨天時はレインボー
ホールで実施 )

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
13 時～ 15 時】

食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時～】

心配ごと相談
【役場 10 時～ 12 時】

27 28 29 30 31 １ ２
剱木杯
新春囲碁大会

【公民館
８時 30 分受付】

食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時～】

心配ごと相談
【役場 10 時～ 12 時】

町県民税
第４期納期限

償却資産申告
受付期限

◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp）

●手をつなぐつどい【田川市民会館】
　１月 19日（土）　14時～ 16時
　�啓発紙芝居「シンちゃん大好き」、人権コンサー
ト「ちょっと心をかしてくれませんか」宮崎保
さん（人権バンド「願児我楽夢」リーダー）
　参加費：200円（高校生以下は無料）
●世界遺産田川シンポジウム【福岡県立大学講堂】
　２月３日（日）　13時開会
　�テーマ：「日本の近代化と筑豊炭田　ー伊田竪
坑櫓、第一・第二煙突の原風景と未来ー」
　�※２月２日（土）・３日（日）は、石炭歴史博物館
の無料開放と竪坑櫓のライトアップを行います

● 2008TAGAWA クロカン駅伝
　【田川市総合グラウンド】１月 20日（日）　９時
　�❶ クロカン駅伝の部：起伏のある 1.6㎞の周回

コースを１人１周、５人１組でタスキをつな
ぐ駅伝

　�❷ クロカンの部：❷と同じコースを１人１周
してタイムを競う

　対象者：健康な小学生　参加費：１人 300円
　申込期限：１月８日 (火)

◆添田町（http://www.town.soeda.fukuoka.jp）

●岩石城書き初め大会【保健センター】
　１月６日（日）10時～

◆香春町（http://www.town.kawara.fukuoka.jp）

●ヴァレンタインコンサート【香春町町民センター】
　２月10日（日）　開場：13時 30分　開演：14時
　ピアノ：永田郁代さん　ギター：大萩康司さん
　フルート：瀬尾�和紀さん
　入場料：大人 1,500 円　子ども 500円

田川市郡１月のイベント

　高齢者が要支援や要介護状態、寝たきりになる原因の一つとして転
倒事故があります。
　人から声を掛けられて振り向きざまに転んだ、イスに座りそこねて
尻もちをついた、濡れた路面や床に置いていた新聞紙で滑ったなど、
様々な転倒が見られますが、やはり一番多く耳にするのが、何かにつ
まずいての転倒です。
　この事故を起こす人の歩行状態をみてみると、まず前かがみであり、
それだとバランスがとれないので自然と膝が曲がることにより、歩幅
が狭くすり足での歩行となっています。これだと、屋外に限らず屋内
でも危険な個所だらけということになってしまいます。極端な話です
が、タイルの目地や畳のへりでもつまずくおそれが出てきます。
　では、このような姿勢や歩行となる原因とは何でしょうか？�大きく
影響しているのが、骨盤の中を通り背骨と太ももの骨をつないでいる、
大腰筋（だいようきん）と呼ばれる筋肉の衰えです。この大腰筋は、
背骨を支え骨盤を立たせ、正しい姿勢を保つ役割を担っています。また、
股関節を曲げて太ももを持ち上げる動作も助けているのです。

　そこで今回は、この大腰筋を強化する体操を紹介したいと思います。
▶足踏み体操
　視線はまっすぐ前を見て、その場で足踏みをします。膝を腰の高さ
ぐらいまで上げるように心掛けましょう。一歩足踏みするのに一秒ぐ
らいかけて、ゆっくりとしたペースで行いましょう。
▶踏み台体操
　踏み台を上り下りする運動です。まずは 10センチぐらいの高さか
ら始めて、筋力がついてきたら徐々にその高さを上げていきましょう。
右足から上ったら右足から下ります。10回程度で左右を交替します。
自宅のちょっとした段差を利用すると良いでしょう。

　どちらの体操も同時に腕を大きく振るのが良いですが、バランスに不
安がある人は、何かしっかりとした物につかまりながら行いましょう。
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防災とボランティア
週間　15 日～ 21 日

全国学校給食週間
　24 日～ 30 日



謹 賀 新 年
　町民の皆様には、平素より町政運営に格段のご配慮を賜り感謝いたし
ます。本年も明るいまちづくりのため、より一層の努力を重ねる所存で
ございますので、どうぞよろしくお願いいたします。

大任町長　ほか職員一同

「『心が一つになった』とき」

大任小６年　佐
さ さ き

々木 杏
きょう

子
こ

さん

「地球」

大任中１年　奥
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り
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こ

さん

「『やめろ』の一言を」

大任小５年　山
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した
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ゆ

菜
な

さん

「『飲酒運転』について」

大任中１年　峯
みね

 恭
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介
すけ

さん

「しなければいけない事」

今任小６年　秋
あき

山
やま

 ちやさん

「好きこそ物の上手なれ」

大任中２年　皆
みな
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 遥
はるか

さん

「変わる地球」

大任小５年　原
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だ

 鈴
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佳
か

さん

「いのちを大切に…。」

大任中２年　森
もり
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こ
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「夢」

今任小５年　永
なが

原
はら

 心
しん

花
か

さん

広報おおとう．2008 年１月号

まちの話題

第 20 回少年の主張大会

　命の大切さ、差別問題、地球環境、将来の夢ー。
　12月 1日、レインボーホールで少年の主張大会が
開催されました。大会では、町内の小中学校から選
ばれた次世代を担う９人の子どもたちが、その胸の
思いを檀上で堂々と発表しました。
　この日発表を行った９人を代表して、秋山ちやさ
ん（今任小６年）が平成 20年２月２日に開催される
「わたしの主張大会」田川地区大会に出場します。

明るい未来をつくるため


